
8月19日以来のソ連の一連の政治ドラマは、 つい

にソ連共産党解散という事態にまでいたった。 予想

を上回る急激なテンポで歴史の歯車が逆回転し始め

たのだ。

このようなソ連社会の変動を”THE RUSSIAN 

REVOLUTION AUGUST 1991”と捕らえて全面特集

したTIMEの先週号（Sep. 2, 1991,No.35）は、 たい

へん迫力のある特集だった。単にモスクワの邸Jきだ

けでなく、 かつてロシア革命の舞台となったレニン

グラードの冬宮広場を群衆が埋め尽くしている写虫ー

などは、 今回の一連の出来事が広大なソ連社会全体

を揺さぶっていることを説明する京－重な歴史の瞬間

を捕らえたものであり、 このようなTIMEはぜひ永

久に保存したいものである。

破壊ほど簡単ではない建設

今週号のTIMEは赤ペンキをかけられたレーニン

の写真を表紙にして”Power Vacuum，，と題されてお

り、 共産党解体、 ソ連邦解体への危機を、 より広い

国際政治上、 圏内政治上のアングルで捕らえようと

している。 まずカバーストーリーの最初の記事で、

1917 年のロシア革命が1991年までで終鷲し、 革命国

家ソ連が崩壊しつつある状況を”Starting at Year 

Zero”（pp. 10-13）と題して追跡しており 、 革命国家

ソ連の解体は急速だったが新しい国家迎合の再建は

谷易ではないことを展望している。 つまりTIMEの

表紙にも示唆さ れ ているように、 ソ辿にとって

Breaking from the Past （過去の解体）は容易でも、

Struggling for the future （未来への闘し、）はきわめて

困難なのだと言えよう。

”Into the Void＂「空白へJ (pp. 14・22）と題する第2

の特集記事 は今回のヒーロ一、 エリツイン・ ロシ

バルト三国に続き、 ウクラ

イナ、 白ロシアなど主要共

和国も独立を宣言、 ソ連邦

はいよいよ解体に近づく。

一方、 70年間市民生活を

支配してきた共産党が解

散、 権力は空白状態に。 ブ

ッシュ大統領はじめ西側各

国は新生ソ連に大きな期待

を寄せる。

中嶋 嶺雄

ア共和国大統領の8名の側近を取り上げ、 クーデタ

ーを画策した8人組とおのずと対比できるようにな

っている。 ”Saved by the Bottle”（p. 22）が報ずるに

は、 首謀者のヤナーエフ前副大統領は、 クーデター

を画策しておきながら、 翌朝は彼のオフィスでウオ

ツカの瓶（Bottle）の聞に泥酔して転がっている姿を

発見されたというから驚いてしまう。スターリンも、

フルシチョフも、 プレジネフも、 皆ウオツカをあお

って政治をやったのだという。 これに対してゴルバ

チョフはフルーツジュースであることが、 歴史の偉

業につながっているのかもしれない。

ゴルバチョフはまだ必要

ゴルパチョフ大統領については、 彼が共産党に固

執していたと見る向きもあるが、 彼の�の姿はマル

クス・ レ ーニン主義の楽教者だったと私は見てい

る。 彼はその改宗途上にあったのであり、 そうであ

るがゆえに、 今回のクーデターを機にマルクス・レ

ーニン主義や共産党の呪縛から一挙に解放されたい

と本心から思ったのであろう。今回のドラマを通じ、

エリツインをゴルバチョフと積並びかそれ以上に評

価する見方が多いようだが、 ゴルバチョフがペレス

トロイカを敢行したからこそ、 ソ連に市民社会が形

成されたのであり、 エリツインはそのような市民社

会のヒーローになれたのであって、 ゴルバチョフの

歴史的功績を忘れることはできない。各共和国が完

全に分離独立を果たすまで、 まだまだソ速にとって

ゴルバチョフは必要だと私は考えている。

ソ連ショックのアジアへの波及

いずれにせよ、 今回ソ連で一挙に生じたのは、 ま

ぎれもないCounter Revolution （反・革命）なのだ
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が、 一昨年の東欧の脱社会主義がソ速にまで波及し

たのだから、 このような潮流が次に中国や北朝鮮、

それにベトナムやキューパなどの非西殴社会主義諸

国にまで達するのかどうかに世界の関心が集まって

いる。

今週のTIMEl立、 さすがにこの点への視野をも聞

いており、 日本の記事が出てい る。 ひとつは、

TIMEの著名なコラムニスト

でソ連過のストロープ・ タ

ルポットによる記事 ”And

Now for the Sequels” （「そし

ていまその続きはJ [p. 34]) 

である。 巨大な金日 成像に

万歳している北朝鮮民衆の

写真に ”H巴re today, gone 

tomorrow？”と説明をつけた

記 事でタルポット氏は 、

「西側諸国にとっての仕事

は、 強固な左翼専制者をい

ただく国民をうまく説得し

てできるだけ外部世界と結

ぶようにすることである。

そうすることが、｛皮らの社

会の不可避的な 変化を加速

させ、 おそらく流血の危険

を減少させさえするだろうJ

と述べている。 そのとおり

なのだが、 しかし中国の天安門事件のような事態も

起こり得ることに十分注意しないわけにはゆかな

い。 なお、 この記事の中で、 世界はソ連を取り扱い

やすくなるというくだりで、 even obs t reperous 

Japan （ちょうど手に負えない日本のように）とい

う表現があるのは、 やはり気がかりである。

もうl本は、 AS IA/PACIFIC欄の”Come All Ye 

Faithful”（pp. 38・39）であり、 西fJ!IJが社会主義社会を

主に経済的・社会的影響力で内部から平和的に変化

させようとしていると中国が警戒している「平和演

変論」“Peacefull Revolution＂ にも触れている。 共

産主義のシンボルマーク（ハンマーと鍵）がソ連で

折れ倒れたのに、 万阜の長城の南側ではまだ倒れか

けていても折れていないことを示した漫画が大変面

白い。

米国は「超大国Jか

さ て 、 「ソ述解体」への米国の対応について は

”After the War" (pp. 6・8）が論じている。 古参のホワ

イトハウスの役人は、 米国が世界で「H伎ーの超大国」

(the only super power) (p. 6）になったと述べている

が、 はたしてそうだろうか。双子の赤字にあえぐ現

在の米国を超大国と呼び得るのかということであ

る。

レーガン政権の保守的政策を演出し、 一躍有名に

なった米国のシンクタンク

であるへリテージ財団の副

所長 ブルトン・ パイ ンズ

は「われわれは〔冷戦に〕

勝った！ J (p. 7） と言って

いる。 ハーバード大学：の グ

ラハム ・ アリソンやワシン

トン戦略国際問題センター

のロパート・ ハンターは、

ソ速に対する現代版マーシ

ヤル・ プ ラ ンの必要を唱

え、 ハンター自身はこの提

袋を「民主主義ファンド」

(th巴Democ racy Fund) (p. 7) 

と呼んでいる。

これはアメリカ人の「古

きよき時代Jへの回帰願望

を表す意見であろうが、 か

つてヨーロγパの復興に大

きく貢献し、 いまや神話化

されているマーシャン・ プランのような大援助計画

を実行に移す財政力は、 現在の米国にはない。 逆説

的ではあるが、 米国が兵に「唯一の超大国」として

世界に君臨したのは、 第二次大戦直後の冷戦初期の

時代であったのだ。

現在、 米国は教育、 貧困、 犯罪、 医療費の高騰、

麻薬など、 簡単には解決し難い数多くの圏内問題を

抱えこんでいる。 ”Adding Up the SAT Scores" (p. 48) 

は大学入学のための共通テストであるSAT の得点

が、 l 967年以来下降傾向にあると伝えている。

TIMEも述べているように（p.旬 、 未来の大統領選

挙戦が、 こうした囲内問題を中心に展開することに

なれば、 国際問題でますます評 価を高めているプッ

シュ大統領の再選も、 そう簡単ではないかもしれな
し、。

（なかじま みねお／東京外国語大学教授）


